
 

会議結果  
会 議 名 第 14回西尾市補助金等検討委員会 

日 時 令和 元 年 7月 8日（月） 午後 1時 30分～午後 3時 30分 

場 所 西尾市役所 2階 21会議室 

出 席 者 

委員…横山会長、久世副会長、三浦委員、清水委員、榊原委員 

事務局（企画政策課）…斎藤課長、高須課長補佐、鈴木主任主査、三浦 

商工観光課…渡邉主査、近藤主査 

福祉課…原田主査、犬塚主事 

 高須課長補佐が会議を進行。 

 会議の概要は次のとおり。 

１ 会長あいさつ（横山会長） 

  委員会の開催が半月に 1回ペースとなる。 

２ 補助金の評価 

  （１）補助金№12,№14,№15,№13,№16,№17,№18,№19 の確定について 

  高須課長補佐から説明。 

  前々回評価した 8の補助金について、確定とする。 

№ 補助金名称 担当課名 評価 

12 西尾市校区コミュニティ推進協議会活動費補助金 地域つながり課 廃止検討 

14 西尾市コミュニティ助成事業補助金 地域つながり課 現状維持 

15 地域集会施設改修費等補助金 地域つながり課 廃止検討 

13 西尾市市民活動推進事業補助金 地域つながり課 見直し 

16 西尾市国際交流協会補助金 地域つながり課 見直し 

17 バス運行事業補助金 地域つながり課 現状維持 

18 ふれんどバス運行事業補助金 地域つながり課 現状維持 

19 名鉄西尾・蒲郡線利用促進事業費補助金 地域つながり課 現状維持 

（２）補助金№66(1),№66(2),№66(3),№66(4),№66(5),№66(6),№70,№62, 

№54,№71,№59 の検討結果について 

高須課長補佐から説明。 

  前回会議で協議した 11 の補助金シートの案を事務局で作成したため報告。修正等の意見があれ

ば次回までに事務局へ連絡をしてもらう。 

  （３）補助金№92,№93,№94,№101,№102,№103,№107,№108,№23,№24,№25の検討について 

●補助金№92 西尾市商業協同組合（道路占用料）補助金（商工観光課） 

●補助金№93 一色町商工会（道路占用料）補助金（商工観光課） 

●補助金№94 西尾みなみ商工会（道路占用料）補助金（商工観光課） 

・主な委員からの意見等 

 収入先（道路占用料）と支出先（補助金）が同じで１００％補助なら、事務の効率化の観点か

ら減免や非課税等にすることを検討していただきたい。 

 道路照明灯・街路灯・防犯灯等の外灯を管理する関係課との連携を密にしていただきたい。 



 

 街路灯と防犯灯の設置目的は異なると思うが、市内を照らすという意味で供用することを含め

た検討をしていただきたい。 

●補助金№101 西尾市商業協同組合（電灯料）補助金（商工観光課） 

●補助金№102 一色町商工会（電灯料）補助金（商工観光課） 

●補助金№103 西尾みなみ商工会（電灯料）補助金（商工観光課） 

・主な委員からの意見等 

 町内会の防犯灯への補助基準と統一するなどして、事務の効率化を検討していただきたい。 

 街路灯と防犯灯の設置目的は異なると思うが、市内を照らすという意味で供用することを含め

た検討をしていただきたい。 

 道路照明灯・街路灯・防犯灯等の外灯を管理する関係課との連携を密にしていただきたい。 

●補助金№107 西尾市商業協同組合（街路灯償却資産）補助金（商工観光課） 

●補助金№108 西尾みなみ商工会（LED化）補助金 

・主な委員からの意見等 

 収入先（固定資産税）と支出先（補助金）が同じで１００％補助なら、事務の効率化の観点か

ら減免や非課税等にすることを検討していただきたい。 

 道路照明灯・街路灯・防犯灯等の外灯を管理する関係課との連携を密にしていただきたい。 

 街路灯と防犯灯の設置目的は異なると思うが、市内を照らすという意味で供用することを含め

た検討をしていただきたい。 

●補助金№23 原爆被爆者通院費補助金（福祉課） 

・主な委員からの意見等 

 補助対象者に補助制度を周知する方法を検討し、効果的な補助金としていただきたい。 

 本来であれば国や愛知県が実施すべき補助金ではないかと考える。 

 対象者に対して補助制度を周知する努力が必要と考える。 

●補助金№24 西尾市献血推進協議会補助金（福祉課） 

・主な委員からの意見等 

 補助金を交付することが適切か、委託などの他の方法も検討していただきたい。 

 啓発資材の配布と献血の増加の関係についての効果を検証していただきたい。 

 啓発資材などを事業者から寄付を募ることも検討していただきたい。 

●補助金№25 障害者共同生活援助事業補助金（福祉課） 

・主な委員からの意見等 

 障害者グループホームの利用増加が見込まれ、新規参入の促進を図るなら、補助対象事業者の

緩和を検討する必要があると考えます。 
 必要な補助金だと思うので、費用対効果を考えた運用をしていただきたい。 

３ その他 

  鈴木主任主査から説明 

  ・次回以降の予定を説明。 

 以上、午後 3時 30分終了 

 


